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輪
柵

…叢

壷

上
税

の
本
質
及
長

所

・
・
…

日
本

脛

濟

史

の
特

性

・
:

・
:

・

銘

旗

肚

會

改
造

哲

學

及
び
連

帯

思

想

・

償

値

の
類

型

と
個

性

・
・

時

蜂
珊

支

那

の

産

業

に
…封
ず

る
投

資

・

税

法

の
新

改

正

を

論

ず

・
・
.
.
.
,

…説

苑

婚
姻
年
齢
の
統
計
的
研
究

…

雑

録

東
京

市

の
水

面
人

口
及
所
帯

・
:

・

炭
鑛
勢
働
者
の
生
計
状
態

…

附

雑
跡

本

詮
酪
第

十

六

巻

網
一目

録

・
・
・
…

'
渋
墨
博
士

・
注

學

士

齢
文
學

博
士

.
法

翠

玉

:
渋
墨
博
士

・
.

法
學

博
士

●
.
経

済
學

士

.

・
法

學
博

士

`
注
學
博
士
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税

法

の

新

改

正

を

論

ず

三
、完
)

小

川

郷

太

郎

第

三
.

掛

菜
.税

の
改

正

私
は
本
誌

一
月
號
に
於
て
、
瞥
業
税
政
正
論
ご
題
し
、
瞥
業
挽
改
正

に
關
す

る
諸
意
見
を
論
評
し
、
労
々
今
回

の
新
改
正
に
も
論
及
し
た
が
、
何
分
共
の
論

文
は
政
府
業
ご
し
て
の
笹
葉
椀
改
正
案
が
ボ
だ
議
曾

に
提
出
せ
ら
れ

ざ
る
前
に
執
筆
し
た
も
の
に
か

＼
b
、
其
改
正
案

の
内
容
も
詳

に
知

る
こ
ε
が
出
家
な
か

っ
た
の
で
、
今
回
の
新

改
正
に
説
き
及
ぼ
さ
な
か
つ
柁
事
項

も
少
く
な
い
の
み
な
ら
す
、
説

い
て
詳
な
ら
な
か
っ
π
も
の
も
め
る
。
そ
こ

で
、
比
論
交
に
て
は
瞥
業
視
の
改
正
の
黙
の
み
を
問
題
ご
し
て
論
じ
、
前
論
交
の
峡
を
補
は
う

ご
思

ふ
。

瞥
業
視
に
關
す

る
新
改
正
は
之
を
⊥
ハ
黙

に
大
別
す
る
こ
ご
が
出
來
る
。
其

一
は
課
税
標
準

の
改
正
に
關
す

る
こ

ε
で
あ
り
、
其
二
は
税
率
の
引
下
に
聞
す
る
こ
ご
で
あ
り
、
其
三
は
所
謂
免
減
税
に
關
す
る
こ
ご
で
る
り
、
其
四

は
徴
税
手
纏

に
關
す
る
こ
ご
で
あ
り
、
其
五
は
瞥
業
挽
附
加
枕
に
關
す
る
こ
ε
で
あ
り
、
其
⊥
ハ
は
萱
樂
螢
業
視
に

閲
す
る
こ
だ
で
あ
る
。
以
下
項
を
逐
ふ
て
別
々
に
吟
味
す
る
こ
蓬
、
す
る
。

一

課
税
標
塞
の
改
正

、

む

サ

む

む

む

む

む

　

　

り

む

ロ

む

む

　

　

む

む

む

む

む

む

ヤ

ヤ

も

も

も

、
藪

に
裸

視
標

準

の
改

正

こ
い
ふ
は
、
建

物
賃
貸

債
格

を
そ

の
中

よ
り
除

く
ε

い
ふ
こ
ξ
で
あ

る
。
但

し
倉
塵
、

.

鮭
「
論

税
法
の
新
故
正
遅
論
ず
(二
完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

九

一)

九
七
九



時

論

税
法
の
新
改

正
か
論
ず
(
二
完
)

'

第
十
大
塩

(第
六
號

ル
ニ
)

九
八
O

翔

周

幕

・
露

穿

鑿

路

騨

騨

「・華

客

ぶ

ボ
。
故
に
從
來
建
物
賃
貸
霧

を
課
税
標
準
.

ピ
し
て
ゐ

π
瞥
業

で
、
改
正
枕

注

に
依
り

之
を
課

税
標

準

ご
し
な

い
や
う

に
な

っ
た

も
の
は
物
品
販

萱
、
銀
行

、保

険
・
無
蓋
・
金
銭
貸
付
、
勅
品
貸
付

、
製
造
、
印
刷
、
出
取

替

(
の
+
蕃

な
る
の
で
あ
る
。
是
等
の
讐
業

に

於
て
は
・
課
税
標
準
ε
し
て
建
物
賃
綾

絡
が
取
り
去
ら
れ
§

け
そ
れ
だ
け
減
税
せ
ら
れ
る
.・
く

な
る
課
で

あ

る

。
一
艘
・
建
物
の
賃
貸
籍

は
難

枕
諫

隷

準
ε
し
て
ふ
さ
は
し
き
も
の
で
な

い
、
蓋
し
賃
貸
繁

の
　、向
い

肝

建
物
の
中

で
襲

を
寧

者
が
事

し
も
多
く
の
牧
盆
を
得

る
誌

ら
な

…

暮

羅

・
低
・
霧

・
中
で
」
.噸

蘂

す
・
看
亦
学

・
・
少
・
蓋

・
・
得
金

隈
・
ミ

な

・
か
ら
で
・
る
.
是
が
故
に
建
物
暮

償
格

鞭

・
を
課
税
標
饗

し
て
屡
・
た
・
・
忌

一
方
・
は
減
誓

い
ふ
繁

姦

ら
す
・
ご
差

・
高

聴
。
讐

ほ

儲

租
税
・
羅

・
適
・
こ
ミ

な
・
・
從
瓦

整

・
當
・
得
・
・
も
・
で
あ
・
藷

は
詮

・
毎

め

欄

課
税
肇

の
蓬

蓬

物
暮

繋

の
礫

が
眼
貝

・
・
る
、
讐

課
税
羅

に
矯

れ

な

か

っ
た
.
肇

蹴

幽
晦
貧
貧
駒
総
研
削
除
い
℃
踏
か
雷

斧
穂
か
轡
照米
酢
が
臆
『
、西
龍
槍
搬
準
か
枕
ψ
い
か
観

る

ゾ
射
ゲ
、
其

徽

一
は
從
薯

の
敷
で
あ
る
・職
毒

薯

を
使
用
す

る
も
の
に
在

っ
て
・
・
普
通
・
鍵

誉

之
・
別
・
て
・
・
け

蘇

れ
こ
も
・
そ
境

牽
差

別
を
設
け

ん
三

'
る
に
過
ぎ
な

い
・
.矢
張
善

薯

罫

な
畠

・
其
二
は
或
は
費
上
.

撒

金
(盟

輩

で
あ
る
の
が
あ
り
・
或

は
集

金
(銀
行
、.艦

、
毅

、
金
鬢

付
-
物
墨

付
、
鑑

、
職

膿

、
護

、
蓬

D

凸

,



運
河
や
桟
橋

船
舶
碇
鱗
粉
、
貨
物
陸
揚
腸
)
で
あ

る
の
が
あ
噸

、
或

は
牧

入
金

(鐡
道
)
其
他

の
名
義

に
於

け
る
牧

入
金
即

ち

コ

へ

請
負
金

請

負
)
叉
は
報
償
金

(周
旋
、
代
理
.
仲
立
、
跡
屋
-
信
託
)
で
あ

る
の
が
あ
り
、
或

は
建
物
賃
貸

儂
格

(前
掲
四
業
)
で

あ
る
の
が
あ

る
。

此
各
業

に
謝
す

る
二
種
の
課

枕
標
準

に
就

て
視
牽

が
當

て
推

め
ら
れ

る
の
で
あ

る
、
そ

こ
で
進

ん
で
税
牽
引

下

の
問
題
を
考

へ
て
見

ね
ば
な
ら

訟
。

荷

滋
に

=
召
す

べ
き
は
、
課

税
標
準

の
計

算
其
他

に
關

し
て
二
三

の
改
正
が
あ

る
こ
ご
で
あ

る
、
課
税
標

準

の

減
損
更
訂

に
關
す

る
も
の
や
、
課
税
標
準

の

一
π

る
資
本

金

の
増
加

に
…閲
す

る
も

の

、
如

き
そ

れ
で
あ

る
.
是
等

は
皆
螢
業
税

の
免
.減

に
關
係

し
て
み

る
か
ら

第
三
段

に
於
て
論
及
す

る

こ
ピ

、
す

る
、

=

税

率

の

引

下

視
牽
は
各
課
枕
標
準

に
就
て
定
め
ら
れ
て
あ
る
窄

あ
る
が
、
今
回
の
改
正
は
、
課
税
標
準
の

一
た
る
従
業
者

に
鋤
す
る
視
牽

に
は
何
等

の
攣
更
を
加

へ
な

い
で
、
他
の
課
税
標
準
に
謝
す
る
視
牽
に
愛
更
を
加

へ
て
る
る
の
で

め
る
。
但
し
物
品
販
費
業

に
就
て
は
、
従
業
者
巻
に
謝
す

る
の
み
な
ら
す
、
賞
上
金
高
に
饗
し
て
も
、
誕
前

ξ
同

じ
様
の
視
牽
を
課
す
る
こ
ε

、
し
て
み
る
。

今
是
等
税
率
の
愛
更
あ
b
た
る
も
の
に
付

き
、
嘗
新
両
牽
を
比
較
勤
照
し
、
其
愛
更
の
歩
合
を
示
す
ε
左

の
如

く
で
あ
る
。
(
膏
稔
輩
滑
加
)

時

論

縦
注

の
漸
次
正
な
論
ず
(
二
完
)

第
十

山ハ
巻

(第

詣ハ
號

九

一二
)

九

八

】



時

論

税
法

の
新
改
正
な
論
ず
(
二
完
)

第
十
六
巻

〔第
六
號

九
四
)

九
八
二

貴 牧 資

穰 入 本 課

格 金 金 税
一 一 一 ・
施 料 席 倉 報 請 普徒運製 金 銀 標

・・ 墓 至難 麟 饗貨
準

螢
指 顧 庫蜘

、論 貨刑 せ'保

難強離 農

業
の

種

類

託仲 陽舟自眞 イ寸 盤

新 脱

.瓦書羅 書籍 蓋 罠隻一
牽

薔

.誓書書含誉署言 詰 鵠
皐

分

*. 差 里

言 署 善書 蒼 鉛 霊 三 ま
で牽百種)な 分輩

* 標比低
準_下

謹 曇 三 詑 昌 再 考 苦 言 警 ≒
ピ薔 の

臨

カ

ヵ

　

も

へ

ら

カ

.

,右

の
表

に
依

っ
て
之
を
観

る
ご
き

は
、
.製
造

、
印
刷

、
出

版

、
爲
嗅

の
四

葉

に
在

っ
て
は

、

【
割
詐
り

の
増
牽

マ

み

や

ヘ

レ

リ

`
な

っ
て
み

る
が
、
銀
行

、
保
険

.
無
蓋

,
金
鍍
貸
付

、
物

品
貸
付

の
五
葉

に
在

っ
て
は
.
二
割
位

の
減
牽

に
な

っ

た

も

ら

も

や

へ

も

て
る
る
し
、
其
他

の
諸
業

〔物

品
販
費

業
を
除
託
し
に
在

っ
て
は

三
割
内

外

の
減
牽

ξ
な

っ
て
み
る
の
で
あ

る
。

　

・
.磐

・
.藤

・
嬰

、
婁

げ
婁

耀

存

蕃

客

響

掌

器

肇

靴
業

5

透

、
某

金

.



「

穎
を
班
撹
楳
準

ご
す
る
侮
の
諸
瞥
業
の
視
牽
ε
椹
衡
を
保
た
し
め
や
う
`
し
た
が
爲
み
で
あ
る
。
蓋
し
從
來

の
税

率
は
是
等
の
四
瞥
菜
に
於
て
比
較
的
軽
く
、
他
の
諸
管
渠

に
於
て
比
較
的
篁
か

つ
た
の
で
あ
る
、
他
の
諸
螢
業
に

於
て
奮
牽
に
謝
し
二
割
方
若

は
三
割
方
減
牽
し
た
の
に
謝
し
右
の
四
葉
に
於

て

一
割
万
増
摩
し
た
の
で
、
初

め
て

共
闘
ざ
が
小
こ
な

っ
た
の
で
あ
る
。
是
が
故
に
此
増
傘
が
め
っ
た
.に
し
て
も
、
之
を
批
難
す
る
こ
ε
が
出
家

澱
。

む

む

む

む

　

む

む

　

む

　

　

む

む

む

ロ

む

む

ロ

ロ

む

む

　

　

む

　

む

　

む

　

む

　

む

　

然

ら
ば
製
浩
、
印
刷
、
出
版
、
寓
眞
響
の
瞥
業
は
、
今
回
の
税
法
改
正
に
依

っ
て
増
税
の
結
果
を
得
た
か
こ
い

ふ
疑
が
胆
石
、
そ
れ
は
必
ず

し
も
、
さ
う
い
へ
ぬ
、
前

に
述

べ
た
建
物
賃
貸
儂
絡

`
い
ふ
課
税
標
準
が
失
は
れ
た

二
ご
碧
合
せ
考

へ
ね
ば
な
ら
漁
、
製
造
業

に
於
て
は
勿
論
製
造
場
こ
し
て
相
當
の
建
物
を
要
す

る
こ
ご
で
あ
ら
)

し
、
其
建
物

の
規
模
は
其
製
造
業
の
資
本
金
額
が
多
け
れ
ば
多

い
程
、
大
ご
な

る
鐸
で
.
建
物
賃
貸
償
絡

に
謝
す

る
千
分
の
七
十
の
課
税
が
無
く
な

つ
π
矯
め
函
、
愈
々
益
々
人
な

る
減
挽
を
得
殉
こ
ピ
、
な
る
の
で
あ
る
、
叉
印
刷

・

出
版
、
窟
眞
等
.の
諸
螢
薬

に
至

っ
て
は
其
規
模
製
造
業
の
如
(
人
な
る
も
の
少

か
ら
う
が
、
そ
れ
相
懸

に
建
物
を

使
用
せ
ね
ば
な
ら
搬
も
の
で
あ
る
か
ら
、
建
物
賃
貸
償
柊
を
標
準
ε
す
る
課
税
の
廃
せ
ら

れ
た
る
爲
め
警
乗
税
金

.

禮

ご
し
「て
は
却
て
減
す
る
こ
ご

＼
な
る
に
相
違
あ
る
ま
い
。

　

　

ロ

む

　

「
.此
論
理
は
物
品
販
質
業

に
は

モ
ツ
ト
適
切
に
當
て
雑
ま
る
、
物
品
販
萱
業
は
費
上
金
高
に
於
て
少
し
も
減
税
せ
、

ち

れ
な
い
け
れ
ざ
も
、
建
物
賃
貸
償
幣
を
課
税
標
準
`
し
て
膜
す
る
に
出
て
大
に
減
税
せ
ら
れ

る
こ
ε

＼
な
る
か

ら
で
あ
る
、
尤
も
物
品
販
質
業
中
に
於
て
、
其
減
税
の
恩
澤
に
浴
す
る
程
度
は
、
各
異

っ
て
み
る
の
で
あ
る
。

時

髄

暁
紙
の
新
改
幕

論
す
三
完
)

第
+
六
巻

〔第
六
號

九
五
)

突

三



時

論

税
法
の
新
改
正
為
論
す
(二
完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

九
六
)

九
八
四

繹

徳

町

釜

・
霧

簿

・
鰐
叩雛

僧
げ
郵

に
至
っ
て
は
前
述
べ
た
・
導

資
本
金
額
に
卦
す
・
税

牽
に
於
て
約
」
.割
方
の
減
税
を
得

る
こ
ご
、
な

っ
た
が
、
同
特

に
亦
建
物
賃
貸
償
格
の
課
税
標
準
が
腹
せ
ら
れ
把

爲

め
に
二
重

に
減

税
せ
ら
れ

る
こ
ミ

な

る
、
斯

一
し

て
蓬
逡

、
運

河
、
棧
橋

船

舶
碇
繋
場

、
貨

物
睦

揚
場
、

`

鐵
道
、
請
負
、
周
旋
、
代
理
、
問
屋
、
信
託
、
.倉
庫
馬
席
貸
、
料
理
店
、
族
人
宿

の
諸
管
楽
の
三
割
方
減
牽
せ
ら

れ
た
.の
ε
権
衡
を
得

る
こ
ε
＼
な
る
の
で
め
る
。

三

螢
業
総
の
免
滅

、第

一
段
及
第
二
段

に
於
て
論
じ
π
る
こ
己
に
依

っ
て
改
正
笹
栗
挽
が
如
何
に
減
税
を
行

ふ
た
か
の

一
斑
を
明
に

す

る
こ
ご
が
出
來
た
。
所
が
改
正
世
業
視
法
は
.更

に

一
歩
を
進

め
、
省
三
の
場
合

に
於
て
警
業
税
の
免
除
超
減
を

行
ふ
て
る
る
・
即

ち
其
第

　
は
、
課
獄

準
の

一
た
る
資
本
金
が
増
加
せ
ら
れ
た
る
際

に
或

・
限
度
内
に
於

て
課

税
を
輕
減
す
る
場
合
で
め
り
、
其
第

二
は
課
税
標
準

の
減
損
更
訂
の
庭
分
を
な
す
際

に
免
税
す

る
場
合
で
あ
b
、

其
第
三
は
、
.轡
業
所
得
皆
無
の
際

に
免
税
す

る
場
合
で
め
る
。
以
下
此
三
の
場
合
に
就
て
少

し
く
説
明
し
て
見
や

ケ
、ぜ
思
ふ
。

D

増
加
資
本
金
の
控
除
査
定

資
本
金
を
課
税
標
準
ε
す
る
讐
業
は
、
銀
行
、
保
険
、
無
鑑
、
金
銭
貸
付
、
物
品
貸
付
、
製
造
、
印
刷
、
出
版

審

具
、
慧

、
運
河
、
燵

、
船
舶
纂

場
、
貨
物
揚
陸
愚

の
諸
業

で

あ

る
が
、
從
寄

集

視
注
は
舞

`



諸
警
乗
よ
b
製
造
業
の
み
を
引

き
扱

き
冷
其
資
本
金
が
前
年
よ
臥
も
二
割
以
上
増
加
し
た

る
ε
き
は
二
年
間
課
税

標
準
よ
b
其
増
加
額
を
控
除
す

る
こ
ε
、
し
て
ゐ
π
。
(奮
第
+
七
號
)

此
規
定
の
出
て
來

つ
陀
趣
旨
は
、
.我
國
の
國
民
経
済
の
獲
達

の
現
状

に
鑑
み
最
も
製
造
業
を
奨
顕
し
や
う

こ
す

る
に
存
し
て
み
る
。
庭
で
積
立
金
や
繰
越
金
等
も
資
本
金
ε
し
て
計
算
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
二
割
以
上
の

積
立
金
や
繰
越
金
を
積
み
立
て
若
は
繰
越
を
な
す

ξ
き
は
、
そ
れ
だ
け
は
二
年
間
資
本
金
よ
り
控
除
せ
ら
れ
轡
業

挽
を
課
せ
ら
れ
な
い
で
済
む
こ
ご
＼
な
る
の
で
あ
る
。
又
庇
規
定
に
依
れ
ば
、
資
本
金
額
の
増
加
が
二
割
以
上
な

る
ε
き
は
、
其
増
加
額
を
控
除
す
る
の
で
あ
る
が
、
.
之
に
反
し
て
資
本
金
額

の
増
加
が
二
割
以
下
な
る
ぜ
き
は
、
、

控
除
査
定
を
行
は
な
い
。

さ
う
し
て
見
れ
ば
二
割
以
上
増
資
し
π
る
場
合
に
於
け
る
課
税
標
準
額
は
こ
割
以
下
増

資
し
た
る
場
合
に
於
け
る
裸
視
標
準
よ
b
も
少
い
こ
ε
、
な
る
、
そ
れ
で
は
増
資

分
少
き
を
罰
す
る
ε
異

る
所
が

　

し

も

し

ヘ

ヤ

ヘ

へ

し

も

も

カ

リ

も

カ

カ

ヨ

へ

厚

い
。
不
當
の
甚

し
き
も
の
ざ
謂
は
ね
ば
な
ら
の
。
是
に
於
て
改
正
視
法
は
増
資

の
、
制
限
超
過
額
に
就
て
の
み

し

つ

へ

も

カ

た

い

ヵ

り

ら

リ

ヤ
　

控

除

査

定

を

な

す

こ

ご

＼

し

た

。

其

規

定

は

帥

ち

左

の
如

し

。

製
造
業

ノ
資
本
金
額
力
左

ノ
金
額
ノ
十
二
割

=
相
當

ス
ル
金
額

ナ
超
過

ス
ル
ト
キ
ハ
其

ノ
超
過
額

チ
課
税
標
準

ヨ
リ
控
除

ス

「
、
前
年

ノ
資
本
金
額

が
前

々
年

ノ
資
本
金
〃狽
ナ

ル
ト
キ

ハ
前
年

ノ
資
木
金
額

二
、
前
年

ノ
資
本
金
額
力
前

々
年

ノ
資
本
金
額

チ
超
経

ス
ル
}
キ

ハ
前

々
年

ノ
資
本
金
額

是

に
依

っ
て
之
を
観
れ
ば
、
其
の
年
の
資
本
金
額
が
前

々
年
か
前
年
か
何
れ
か
其
資
本
金
融
の
少

い
年
か
ら
見

吐吋

論

税
法
の
新
改
正
々
論
ず
(二
完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

九
七
)

九
八
五



時

無

脱
法

の
新
改
正
々
論
ず
(
二
元
)
.

第
十
六
巻

(第
六
號

九
八
)

九
八
六

も

も

マ

リ

じ

も

あ

し

も

み

ヤ

ロ

へ

て
二
割
以
上
増
加
し
π
る
場
合
に
、
其
増
加
金
額

に
謝

し
て
貰
な
く
、
軍
に
其
二
割
を
超
抵
す

る
額

に
謝
し
て
の

ヘ

ヘ

へ

ゐ

ゆ

セ

ヤ

や

あ

コ

ヤ

も

み
控
除
査
是
を
な
す
の
で
あ
る
、
暴
れ
で
二
割
以
下
の
増
資
者
`
二
割
以
上
の
増

智
者

ご
の
問
に
負
捲
の
不
罹
衡

を
生
す
る
ε
い
ふ
批
難
を
除
く

こ
ε
が
出
京
る
。
こ
は
燧

に
改
正
法
の

一
進
歩
で
あ
る
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
訟
。

併
し
此
断
案
は
増
資
に
野
す

る
控
除
査
定
の
制
度
を
前
提
し
て
、
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
庭
が
此
前
提
そ
の

も
の
が

一
の
疑
問
で
あ
る
、
.殊
に
此
制
度
を
軍
に
製
造
業
の
み
に
限

っ
て
許
す
が
如
き
は
公
準
で

な

い

ご

謂

へ

砺
。
更

に
進

ん
で
資
本
の
計
算
方
法
に
至

っ
て
は
個
人
ε
法
人

ご
に
依

っ
て
異
り
、
又
管
業
の
種
瓶
に
依

っ
て
異

る
も
の
も
あ

つ
で
、
彼
れ
暴
れ
権
衡
を
得
て
み
な

い
も
の
少
く
な
い
。
今
回
の
麟
業
挽
改
正
は
是
等
の
黙
に
關
し

醗
b
意
を
激
し
て
み
な
い
、
只
末
葉

に
亘

っ
て
の
改
正
に
裟
顕
し
た
る
の
識

が
な

い
で
は
無

い
。

勿

減
免
更
訂
に
依
る
免
税

(

我
国
の
婚
業
視
法
は
其

の
年
の
裸
視
標
準
を
決
定
す

る
に
前
年
の
實
蹟

に
依

っ
て
之
を
駕
す

こ

ε
＼
し

て

み

る
。
此
制
度
は

一
年
後
れ
の
課
税
ご
見
れ
ば
、
敢
て
差
支
な
い
や
う
で
あ
る
け
れ
こ
も
、
其
年
の
課
挽
標
準

の
實

蹟

に
依

っ
て
計
算
し
π
る
額
が
非
常

に
減
損
し
た
る
場
合
に
於
て
は
、
當
業
者
は
動
も
す

れ
ば
管
業
税
の
不
公
季

で
あ
る
こ
ε
を
威
す

る
や
う
に
な
り
勝
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
瞥
業
視
注
に
於
て
は
此

の
如

き
場
合
に
瞥
業
者
の
請

求

に
因
り
其
課
税
標
準
を
更
訂
す

る
こ
ざ
し
て
み
る
。
庭
で
課
税
標
準
額
が
前
年
の
實
蹟
蓬
其

の
年
の
實
蹟
ε
に

於
て
少
し
の
差
あ
る
毎
に
此
更
訂
慮
分
を
爲
す
ご
ε
、
せ
ば
、
煩
に
堪

へ
な

い
こ
ε
で
あ
る
か
ら
、
法
は
係
件
を

2)拙 論 警業税論 本誌+玉 巻604頁

3)同 上 〔k)3-4頁

■



附
し
課
視
標
準
中
共

の
年

の
實
蹟
に
依
り
計
算
し
π
る
額
が
政
府
の
決
定

し
た
る
額
の
二
分
の

【
に
達
せ
ざ
る
場

合
に
限
る
ε
し
て
み
る
。
而
し
て
此

の
如
き
場
合
.に
更
訂
虚
勢
を
寫
す
ε
き
は
、
課
税
標
準

の
額
は
決
定
の
冤
視

黙
以
下
に
落

つ
る
こ
ご
も
自
然

に
出
て
凍
る
、
從
來
の
聖
業
税
法
は
、
減
損
更
訂

の
威

勢
の
結
果
免
税
黙
以
下
に

落
ち
て
も
之
を
免
ぜ
な

い
こ
ε
、
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
替
、
第
三
+
一
條
二
項
)

若
し
夫
れ
冤
税
黙
准
じ
れ
ば
則
ち
已
む
、
荷
も
免
税
黙
を
設
け
て
み
る
以
上
、
免
税
黙
以
下

に
落

つ
る
も
の
に

謝
し
て
は
、
そ
が
減
損
更
訂
に
依
る
一し
否
ε
を
問
は
す
.
當
然
之
を
免
税
せ
ね
ば
な
ら

阻
筈
で
あ
る
、
前
年
の
實

蹟

に
依

っ
て
課
税
標
準
を
計
算
し
た
る
場
合
に
、
そ
が
免
税
黙
以
下
に
落
ち
た
る
ε
き
、
之
を
免
税
す
る
は
極
め

て
明
白
で
あ
る
、
然
る
に
其
の
年
の
實
蹟
に
依
b
課
視
標
準
を
計
算
し
て
、
前
年

の
實
蹟

に
依

っ
て
計
算
し
た
る

も
の
を
更
訂
す

る
に
當
り
、
そ
が
免
税
黙
を
下
る
も
、
斟
酌
せ
識
ε
い
ふ
に
至

っ
て
は
前
後
比
淡
が
合
は
岨
ε
謂

　

り

　

　

　

　

ね
ば
な
ら
ぬ
る
。
改
正
螢
業
税
法
億
載

に
見

る
所

が
あ
っ
た
ξ
見
え
、
此
矛
盾
を
矯
め
て
、
論
理
を

一
貫
せ
ん
ε

し
、
減
損
更

訂
の
結
果

「
課
税
標
準
の
課
税
最
低
限
以
下
に
減
じ
た
る
場
合
に
於

て
も
傍
其
割
合
を
以
視
て
金
を

.

徴
牧
す
」

る
適
い
ふ
規
定
を
削
除
す
る
こ
ピ
.、
し
た
。
真

意
は
此
の
場
合
に
、
免
税
監
以
下
に
蕗

つ
る
ε
き
は
免

税
す

る
ε
い
ふ
に
存
す
る
.の
で
あ
る
。

馳

,

3一

螢
業
利
益
皆
無
の
傷
合
に
於
け
る
免
税

我
国
の
瞥
業
挽
は
外
形
標
準
主
義
を
駆
動
、
讐
業
者
、
資
本
金
額
、
費
上
金
額
其
他
の
牧
人
額
、
建
物
賃
貸
債

時

講

暁
法
の
新
改
正
々
論
ず
(二
完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

九
九
)

九
八
七



r

時

論

税
法
の
.新
改
正
な
論
ず
三
光
)

第
+
六
巻

(第
六
號

[
0
9

九
八
入

格

等
を
課
税
標
準

ε
し

て
課
し

て
み
る
。
庭

が
此

の
如

き
外
形

標
進
・の
数
量
如
何

に
多

く
な

っ
て
も
、
實
際

の
牧

盆
は
必
ず
し
も
之

に
伴
は
す

、
甚

し
き
は
却

て
逆

に
少
く
な

っ
て

み
る

こ
ご
も
無

い
で
は
無

い
、
殊

に
不
景
氣

の

甚

し
き
時

に
於

て
さ
う

で
あ
る
。
之
を
物
品

販
質
業

に
就

て
見

る
も
、
物
債

が
下
落
し

つ

、
み

る
際

に
は
仕

入
値

よ
砿
も
廉

償

で
費
ら

ね
ば
な
ら

の
こ
ε
も
起

っ
て
凍

る
。
此

の
如

き
場
合

般
於

て
質

上
高

の
多

ざ
は
、
却

て
損
失

の
多

き
を
立
謹
す

る

こ
ε

、
な

る
の
で
あ
る
。
然

る

に
我
螢
業

視
法
は
費
上
金
高

を
課

視
標
準

ε
し
て
課

し
、
當

業
者
が
瞥
業

に
依

っ
て
事
實
上
牧
盆
を
擧

げ

て
み
る

ご
否

ε
を
問
は
な

い
、
從

っ
て
営
業
者
が
損
失
を

重
ね

て
み

て
も
免
税

ε
は
な
ら

糧
の
で
あ

る
。
併

し
乍
ら

何
等

の
管
渠

利
益
な

い
の
に
管
業

檎
セ
課
す

る
は
、
税
源

な

き
に

濫
り

に
祝
す

る

こ
ご

、
な

り
、
不
當
も
甚

し

い
ε
謂

は
ね
ば

な
ら

漁
、
暴
れ
螢
業

挽
を

以

て
恐
悦

ξ
す

る
所

以
の

〇

一
理
由

で
あ

る
。

　

　

　

カ

も

や

し

ぬ

つ

へ

も

や

ち

も

ヨ

い

で

も

へ

ゆ

や

政

正

法

は

藪

に

鑑

む

る
所

め

り

、

瞥

業

利

益

な

き

場

合

は

冤

税

す

る

こ

ご

、
し

π

。

法

文

は

左

の

如

く

言

ひ

表

は

さ

れ

て

あ

る

。

其

ノ
年

三
於

ケ
ル
讐
業
ノ
利
益
が
廿共
ノ
年
分
瞥
業
種
額

二
連
セ
ザ
ル
ト
キ

ハ
螢
業
者
【
ノ
独珊
求

二
m囚
ソ
宜
(
ノ
不
足
鎮

二
.相
雷

ス
ル
瞥
業
脱

チ
免

除

ス

(第
二
十
π
條
)

此
規
定
の
表
面

の
解
繹
よ
り

い
へ
ば
、
管
業
利
益
が
少
く
し
て
、
以
て
瞥
業
視
を
支
彿
ふ
に
足
ら
な
け
れ
ば
、
足

り

　

　

じ

　

　

　

り

　

　

ら
な
い
額
だ
げ
を
免
除
す

る
だ
い
ふ
に
露
す
る
の
で
あ
る
。
庭
で
瞥
業
利
益
が
皆
無

の
場
合
は
如
何
ビ
い
ふ
に
、

と
、

ρ



螢
業
挽
額
ば
全
部
不
足
す

る
の
で
あ
る

か
ら
、
全
額
が
免
除
せ
ら
れ
る
こ
ぜ

、
な

る
の
で
あ
る
。
瞥
業
椀
不
足
額

の
免
除
も
、
轡
業
視
全
額

の
鬼
除
も
趣
旨
に
於
て
異
る
所
が
な

い
、
併

し
最
も
適
用
の
多

い
の
は
螢
業
視
全
額

の

免
除
で
あ
ら
う
、
法
の
精
神
も
此
庭
に
存
す

る
こ
ε
疑
な

い
、
是
れ
私
が
醤
業
利
益
皆
無
の
場
合
に
於
け
る
免
税

ご
し
て
概
括
し
だ
所
以
で
あ
る
。

管
渠
利
益
皆
無
の
場
合
に
菟
祝
す
る
ざ
い
ふ
こ
ご
は
當
然
の
こ
ご
で
あ
る
、
此
改
正
に
依

っ
て
螢
業
税

の
批
難

は
大
に
緩
和
せ
ら
れ
る
に
相
違

な
い
、
私
も
此
改
正
を
是
認
し
た
い
ε
思
ふ
、
只
藪
に

一
つ
大

に
注
意
せ
ね
ば
な

ら
澱
こ
ご
は
、
此
規
定
が
我
國
瞥
業
税
の
立
法
史
上
に
於
て

一
の
新
し
き
道
を
辿
b
初

め
た
ε
い
ふ
こ
ε
で
あ
お
、

從
來
の
我
瞥
業
税
法
に
於
て
は
、
課
程
標
準

の
方
面
か
ら
納
税
者

の
据
視
力
を
推
し
、
螢
業
視
の
額
を
定
め
た
詐

り
で
な
く
、
其
椀
の
冤
減
を
も
決
し
た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
改
正
法

に
於
て
は
、
更
に
税
源

た
る
楼
業
利
益
の

方
面
か
ら
出
撰
し
、
其
螢
業
利
益
の
有
.D
や
無
し
や
を
標
準
ε
し
て
、
笹
葉
税
を
徴
す

べ
き
か
免
す

べ
き
か
を
決

し
ゃ
う
ピ
す

る
の
で
あ
る
、
此
精
神
を
撮
め
、
瞥
業
利
益
の
大
小
を
標
準

こ
し
て
管
渠
挽
納
付
額
の
多
少
を
決
す

る
こ
ご
、
せ
ば
、
螢
業
所
得
税
の
制
度
に
到
…達
す
る
で
あ
ら
う
、
勿
論
我
國
の
纏
一業
撹
が
將
來
左
様
の
獲
～達
を
遂

げ
る
か
否
か
は
合
目
よ
り
豫
捌
す
る
こ
ε
が
出
家

澱
け
れ
こ
も
、
其
免
税
規
定
が

　
の
新
し
き
道
を
踏

み
初

め
π

も
の
で
あ
る
こ
ε
だ
け
は
特
筆
大
書
し
て
置
か
ね
ば
な
ら

ね
。
、

四

徴
税
手
橿
よ
の
改
正

時

論

税
法
の
新
改
正
な
識
す
(二
完
)

第
+
六
巻

(第
六
號

一
Q
こ

九
八
九
.



牌
町
論

船
脚法
の
新
改
五
九
㌦論
♂一
(二
出兀)
.

第
十
⊥ハ地徳

(第
↓ハ
聴伽
「
〇
二
)

九
↓角O

楼
業
視
の
徴
牧
手
纏
は
螢
業
者
の
申
告
に
初
ま
り
、
挽
務
署

の
調
査
こ
な
b
、
醤
業
挽
調
査
委
員
會
の
調
査
ご

.

な
り
、
後
政
府
の
決
定

`
な
る
、
政
府
の
決
定
は
之
を
納
税
義
務
者

に
通
知
す

る
の
で
め
る
が
、
納
挽
義
務
者
之

に
射
し
て
異
議
あ
る
,ε
き
は
不
服
の
事
由
を
具
し
審
査
を
求
む

る
こ
ε
が
出
来
る
、
此
請
求
あ
り
だ
る
.ε
き
は
瞥

業
椀
審
査
委
員
會
を
開
き
其
決
議
に
依
り
政
府
之
を
決
定
す
る
、
瞥
業
者
が
此
決
定

に
射
し
て
不
服
あ
る
窪
き
は

訴
願
叉
は
行
政
訴
訟
を
提
起
す

る
二
ご
が
出
乗
る
。

右
様
に
し
て
課
税
標
準
額
が

「
セ
ぴ
決
定
す
れ
ば
、
之
に
視
牽
を
乗
ゼ
各
納
税
義
務
者
の
税
額
を
定

め
る
、
其

税
額
は
之
を
半
分
に
分
ち
、
六
月
,
十

一
月
の
二
納
期

に
分
納
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。

此
の
如
C
徴
税
手
練
上
に
於
て
は
殆
ん
ご
遺
憾
な
き
が
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
人
民

の
側

に
は
、
虚
偏

の

申
告
を
な
す

こ
ご
が
あ
り
、
税
吏
の
側
に
は
翼
相
を
穿
た

ん
ε
す

る
の
で
、
終

に
官
民

の
紛
争

を
醸
す

こ
ご
が
あ

　

　

　

　

る
の
で
あ
る
。
是
等

の
弊
を
矯

め
ん
ご
し
て
、
改
正
税
法
は
比
熱
に
關
し
三

つ
の
改
正
を
施
し
て
み
る
、
其

一
は

瞥
業
税
調
査
委
員
會
及
笹
葉
挽
審
査
委
員
會
に
關
す
る
改
正
で
あ
り
、
其
二
は
同
業
組
合
其
の
他

の
螢
業
者
の
團

騰
を
諮
問
機
關

ご
す
る
こ
ざ
で
あ
b
、
其
三
は
課
税
標
準

の
決
定
後
脱
漏
あ
る
こ
ε
を
稜
見
し
た
る
場
合
に
於
け

る
翌
年
.度
の
課
税
に
關
す

る
こ
ご
で
あ
る
。

D

醤
業
税
調
査
委
員
會
及
び
螢
業
税
審
査
委
員
倉
に
關
す
る
改
正

瞥
業
視
調
査
委
員
會
に
關
す

る
改
正
は
其
選
學
方
法
で
あ
る
、
従
来
の
選
翠
方
法
は
間
接
選
塞
・で
、
而
も
記
名
投



累
を
行

ふ
こ
ε
＼
な

っ
て
み
だ
。
改
正
法
は
之
を
直
接
選
翠

に
し
、
其
記
名
投
票
を
行
ふ
こ
ε

、
し
た
。
所
得
視

調
査
委
員
の
選
學
制
も
大
正
九
年
以
来
さ
う
改
ま

っ
て
み
る
の
で
め
る
、
管
渠
税
調
査
委
員
の
選
暴
制
を
之
に
倣

め

は
し
め
た
に
過
ぎ
楓
、
前

の
論
文
で
論
じ
て
置

い
た
か
ら
再
び
贅
す
る
の
要
が
な
い
。

.

管
渠
挽
審
査
委
員
に
閲
す
る
規
定
も
大
膿
所
得
税
審
査
委
員
に
關
す

る
規
定
に
倣
ひ
て
改
め
て
み
る
、
鎖

々
た

る
事
で
あ
る
か
ら
]

々
藪
に
之
を
.説
く
必
要
も
無

い
。

勿

同
業
組
合
等
を
諮
問
機
關
ど
す
る
こ
と

(
.

警
乗
醗
調
査
委
員
會
は
瞥
業
者
よ
り
邊
ば
れ
た
る
委
員
を
以
て
組
織
せ
ら
れ
て
る
る
か
ら
、
螢
業
者
の
事
情
に

も
通
じ
て
み
る
筈
で
あ
る
け
れ
こ
も
、
而
も
爾
眞
相
を
穿

つ
こ
ご
が
出
京
な

い
で
、
税
務
署
ピ
當
業
者
ε
の
間
に

　

コ

　

紛

争

を

生

ず

る

こ

ε

を

免

れ

楓
,。

そ

こ

で

政

正

法

は

同

業

組

合

其

の

他

の
轡

業

者

の

團

禮

を

以

て

諮

問

機

關

ご

し

て
此

紛

争

を

解

決

せ

ん

ご

し

て

み

る

。

之

に

閲

す

る

規

定

は

左

の
如

し

。

政
府
…
ハ
同
晶
栄
組
合
一且
{他

ノ
瞥
業
者
ノ
團
髄

二
剴

シ
融雪
業
狐肌
ノ
謁課
税
緬
弧
潅
㍗
二
關
叩
ス
ル
事
項
ナ
諮
問
ス
ル
コ
ト
チ
得

前
原
ノ
詫
間
テ
呉
ク
タ
ル
團
艦

ハ
命
令

/
定

ム
ル
所

「一儀

リ
課
税
標
準

二
關

ス
ル
調
査

テ
提
出

ス
ベ
シ

,
.

同
業
組
合
等
の
團
盤
を
諮
問
機
關
ε
す
る
は

一
名
案

た
る
を
失
は
阻
が
、
是
等

の
團
艦

が
果
し
て
法
の
期
待
を

裏
切
ら
ざ
る
か
否

か
は
、
後
日
の
事
實

に
之
を
徴
せ
ね
ば
な
ら

粗
。
此
事
に
就

て
は
前

の
論
文

に
於
て
論
及
し
た

か
ら
再

び
贅

せ
な

い
。

時

論

税
法
の
新
改
正
為
論
す
(二
完
)

第

十
六
巻

(第
六
號

一
〇
三
)

九
九

「

4>才 出.言論 螢業税政正言盒 本誌第十六4239・ 一240頁

5)拙 論 管渠続映正論 第十六巻235-236頁

,
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画

隅町

論

税
法
の
新
改
正
為
論
津り
(二
点兀
)

笛
〃LT
⊥ハ巻

(酷夘山八
勝

[
〇
四
「)

九
九
一一

3一

脱
漏
課
税
標

準
に
封
ず
る

溯
及
的

課
税

(

此
改

正
は
前

に
述

べ
た
所
得

税

に
於
け

る
脱
漏
所

得

に
謝
す

る
溯
及
的
課

税

に
照
憲
す

る
も

の
で
、
其
趣

旨
も

全
く
同
じ

あ
る
。

蓋
し
螢

業
椀
も
所
得

税
ε
同
様

に
申
告

税
で
め

る
が

、
申
告

に
盧
偏
が

あ

っ
て
も
、
税
務

署
も

螢
業
挽
調
査

委
員

會

も
仲

々
そ
れ
を

看
破
す

る
こ
`

が
出
來

諏

慮

で
管
渠
税
調

査
委
員
會

の
閉
會
後

に
至

っ
て

課
税
標
準

に
脱
漏

あ

る
こ
ε
が
知
れ

る

こ
ご
も
起

っ
て
来

る
、
若

し
瞥

業
者

が
追
申
告

を
な

し
來

つ
「た
も

の
な
ら

ば
、
政
府

が
之
を
決
定

し
て
差
支
な

い
が
、
畳
業
者

は
寧

ろ
之
を
秘

し
て
み

る
の
で
あ

る
か
ら

、
.民
選

の
調
査
機

　

ほ

　

コ

　

　

關
を
経
な
い
で
政
府
が
決
定
す
れ
ば
、
官
民
の
紛
争
を
助
長
す
る
こ
ご

、
あ
る
。
そ
こ
で
改
正
管
渠
視
法
は
新
に

'

左

の
如

き

一
項
を
設

く
る

こ
ε

、
な

つ
カ
。

爾
査
委
員
會
閉
會
後
課
税
標
準

ノ
決
定

二
付
脱
漏
ア
ル

コ
ト
チ
鰻
見

シ
タ
ル
ト
キ

ハ
其

決
定

チ
爲

二

方
ザ
旱

ノ
翌
年

=
於

ケ
〃
調
査
委
員
會
ノ

調
査

二
依
り
政
府

二
於

テ
其
ノ
課
税
標
準
チ
決
定

ス
ル

コ
ト
チ
得

此

の
如
き
脱
漏
課
挽
標
準

に
就
て
は
其
翌
年
に
至

っ
て
調
査
決
定
し
て
課
祝
す
る
の
で
あ
る
、
本
年
に
課
税
す

べ
き
も
の
を
翌
年

に
課
税
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
共
課
税
す
る
年
よ
り
見
て
溯
及
的
課
税
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。

此
規
定
は
螢
業
視
調
査
委
員
會
の
調
査
終
期
が
三
月
三
十

一
日
迄
に
、
繰
上
げ
ら
れ
た
(第
二
†
六
條
ノ
ニ
+
七
)
矯

め
殊

に
必
要
ピ
な

ワ
て
來
た
。
瞥
業
挽
調
査
委
員
會
の
開
會
日
藪
は
三
十
日
以
内

ビ
し
て
あ
る
が
、
税
務
署
が

一
月

三
十

一
日
迄
に
各
瞥
業
者
よ
り
申
告
を
受
け
、
楼
業
視
調
査
會
を
し
て
三
十
日
に
も
亘

っ
て
調
査
せ
し
め
や
う
ご

ノ



せ
ば
、
税
務
署
の
調
査
書
は
遽
急
に
調
製
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
、
さ
う

い
ふ
有
様

で
課
税
標
準
の
脱
漏
は
免
れ
難

い
所

ご
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
醤
業
挽
調
査
が
終
を
告
ぐ
る
や
3
同
時
に
所
得

の
申
告
が
初
ま
り
、
尋
で
所
.

得
視
の
調
査
會
が
開
か
る
＼
こ
ご
ε
な
り
、
其
間
に
瞥
業
税
標
準
に
就
て
脱
漏

の
あ
っ
た
こ
ε
も
自
然
に
獲
見
す

る
に
至
る
べ
き
で
め
る
。
是
れ
北
新
規
定
が
大
な
る
意
義
を
有
す
る
所
以
で
あ
る
。

.
五

螢
業
税
の
軽
減
ど
其
附
加
税

の
制
限

笹
葉
挽
は
前
激
段

に
述

べ
た
通
り
、
課
税
標
準
ご
し
て
建
物
賃
貸
領
格
を
慶
し
た
る
こ
ε
に
依
り
、
税
率
を
減
じ

た
る
こ
ε
に
依
り
、
更
に
叉
冤
減
挽
の
範
園
を
撮
め
た
る
こ
嘘
に
依
り
、
全
禮

に
於
て
少
か
ら

戯
減
税
ε
な

っ
た
、

も

へ

し

も

も

や

る

其
国
庫
の
失
ふ
額
は

一
千
九
百
萬
圓
ど
計
算
せ
ら
れ
て
る
る
。

瞥
業
税
に
於
て
減
視
を
行
ふ
こ
ご
は
政
府
當
初
よ
b
の
目
論
見
で
あ

っ
た
、
而
し
て
軍
備
の
制
限
や
、
行
政
の

整
理
や
に
依

っ
て
相
當
経
費

の
節
約
を
行
ふ
こ
ε
が
出
來
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
減
税
は
又
可
能
で
も
あ

っ
た
。

マ

も

ち

ヤ

リ

も

も

や

ネ

を

も

も

も

ヘ

マ

も

マ

ヘ

へ

も

み

も

め

カ

ゐ

ヤ

ヵ

所

が
國
視
縫
粟
視
を
減
す

る
の
結
果
は
地
方
附
加
税
の
牧
人
減
を
も
伴

ひ
来

る
の
で
あ
る
、
其
額
は
千
五
百
萬
圓

た

し

も

で

に
上
る
ε
い
ふ
。
地
方
費

の
緊
縮
も
亦
今
日
に
於
て
必
要
の
こ
ご
で
あ
る
が
、
さ
れ
ば
ε
て
既

に
地
方
豫
算

の
成

立
し
て
み
る
後
に
於
て
、
俄
に
千
五
百
萬
圓
の
経
費
を
削
除
す

る
こ
ε
が
出
来
ぬ
。
そ
こ
で
政
府
は
瞥
業
視
附
加

、

税
牧
人
減
額
千
五
百
萬
圓
の
中
よ
り
千
武
百
三
十
五
萬
圓
を
減
せ
な

い
で
置

き
、
軍
に
残
り
二
百
六
十
五
萬
圓

の

、

、

、

、

、

、

、

、

、

覧

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

魅

、

、

、

、

、

、

、

、

み
を
減
す

る

こ
ご

、
し
た
。

そ
れ
で
瞥
業

税

の
減

額

は
國
税

ε
附
加
税

ビ
に
亘
り

ニ
千
百
六
十

五
萬
飴
圓

に
上

る

時

論

税
法
の
新
改
正
号
論
ず
〔二
完
)
.

第
十
六
巻

(第
六
號

一
〇
五
)

九
九
三



』
時

論

税
法
の
斯
改
正
た
論
ず
(二
完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

一
〇
六
)

九
九
四

で

ゐ

カ

し

も

カ

も

ゆ

へ

こ

ε

、
な

る

の

で

あ

る

り

む

む

む

む

　

む

む

國
税
瞥
業
税
を
減
税
し
、
管
楽
視
附
加
税
を
大
禮
に
減
せ
な

い
で
置
か
う

ε
す
れ
ば
、
勢
ひ
附
加
挽
の
制
限
を

　

む

む

む

む

む

り

高
め
ね
ば
な
ら
諏
。
そ
こ
で
明
冶
四
十

一
年
法
律
第
三
十
七
號
地
方
税
制
限
に
關
す

る
法
律
ε
都
市
討
書
法
ぜ
は

比
熱
に
於
て
改
正
せ
ら

る
＼
こ
ε

、
な

っ
た
。
其
要
領
を
述
ぶ
れ
ば
即
ち
左

の
如

し
。

　

　

　

　

コ

　

　

　

　

る

一
、
地
方
税
制
限
に
關
す

る
法
に
依
れ
ば
、
従
来
瞥
業
挽
附
加
税
の
制
限
は
本
税
に
謝
し
、
池
府
縣
に
於
て
百

分
の
二
十
九
、
、市
町
村
に
於
て
百
分
の
四
十
七
で
あ
っ
た
。
今
回
そ
れ
を
改
正
し
て
本
税
に
射
し
道
府
縣
附
加
税

ヤ

も

カ

も

コ

も

カ

も

ち

セ

も

へ

の
制
限
牽
を
百
分
の
四
十

一
に
、
市
町
村
附
加
挽
の
制
限
牽
を
百
分
の
山
八
十

一
に
高
め
た
。

　

　

　

　

　

腎
二
、
都
市
計
調
法

に
依
れ
ば
、
都
市
討
議

の
財
源
ξ
し
て
國
枕
瞥
業
挽
割
を
課
す
る
こ
ε
が
出
家
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
は
國
椀
螢
業
視
の
百
身
の
十
七
以
内

で
な
け
れ
ば
な
ら
漁
色
い
ふ
制
限
が
あ

っ
た
。
前

ご
同
じ
理
由

も

ち

も

ヘ

へ

あ

へ

も

に
依

り
此
制
限
を
高

め
て
、
百
分
の
二
十

二
以
内

ε
い
ふ
こ
ご

、
し
た
の
で
あ
る
。

・

「
大

壷
藥
螢
業
税
の
廃
止

畳
築
瞥
業
税
は
従
来
普
通
螢
業
視
に
封
ず

る
特
別
螢
業
税
で
め
つ
だ
。
帥
ち
北
枕
は
費
藥
税
法
に
依

っ
て
課
せ

や

も

ヘ

ヤ

へ

ら
れ
る
も
の
で
、
螢
業
税
法
の
支
配
を
受
け
な
か
つ
π
の
で
あ
る
。
納
税
義
務
者
は

論
ず

る

迄
も
な

く
、
費
藥

ヘ

マ

ヘ

へ

し

へ

瞥
業
者
で
あ
り
、
課
税
標
準
は
藥
劃

一
方
毎

に
計
算
し
た
る

一
年
間

の
製
造
高
の
定
償
総
額
で
あ
り
、
其
税
率
は

売
僧
穂
額
三
百
圓
未
満
に
謝
す

る
三
園

に
初
ま
り
、
差
牽
税
を
以
て
進
み
、
定
償
総
額
四
十
萬
圓
以
上
の
も
の
に

`



封
ず

る
百
二
圓
の
挽
車
を
以
て
終

っ
て
み
た
、
以
て
普
通
の
讐
業
挽
ε
如
何
に
異

っ
て
み
る
か
を
見

る
べ
き
で
あ

る
。今

回
質
藥
税
法
を
改
正
し
、
此
萱
藥
魯
業
税
を
贋
し
、
質
藥
印
紙
税

の
み
を
残
す

こ
ご

、
し
泥
、
費
藥
印
紙
税

は
爾
今
萱
藥
税

ξ
呼
ぶ
こ
ε
、
な

っ
た
。

費
藥
螢
業
視
は
塵
止
せ
ら
れ
た
け
れ
こ
も
、
費
藥
螢
業
者
に
管
業
視
を
課
せ
ず
に
置
く
鐸
に
行

か
ぬ
。
蓋
し
費

藥
を
製
造
し
て
み
る
に
拘
ら
す
瞥
業
視
を
全
然
課
せ
諏
こ
す
れ
ば
、
笹
葉
椀
を
課
し
て
み
る
他

の
笹
葉
ご
負
捲
の

権
衡
を
得
な
い
こ
ε
.、
な
る
か
ら
で
あ
る
。
威
で
管
葉
枕
法
に
就

て
之
を
見

る
に
螢
業
税
を
課
す

べ
き
瞥
業
に
製

造
業
が
あ
る
、
思

ふ
に
質
葉
替
業
者
も
費
藥
を
製
造
す

る
か
ら
に
は
製
造
業
者
で
め
る
こ
ご
を
否
む

べ
き
で
な

い

そ
れ
で
萱
藥
瞥
業
者
は
質
薬
量
業
税
ε

い
ふ
特
別
法
に
依

っ
て
税
せ
ら
れ
な

い
で
、
笹
葉
視
法

に
依
り
製
造
業
ご

し
て
税
せ
ら
れ
る
、
に
至

る
で
め
ら
う
、
從
て
其
課
税
標
準
は
之
を
藥
剤
製
造
高
の
、定
慣
総
額
に
求

め
な
い
で
、

資
本
金
額
従
業
者

の
数
等
に
求
む
る
こ
ざ
、
な
る
で
あ
ら
う
。

瞥

業
視

の
改
正

は
、
前
述

べ
陀
通
り

、
税

制

の
根

本
義

に
鯛

れ
だ
も

の
で
な

い
、
謂
は

ゴ
悉
急

的
改

正

に
過
ぎ

粗
。
併

し
其

改
正
は
相
當

に
理
由

の
あ

る
改

正

で
あ

っ
て
、
之
が
爲

め
に
、
螢

業
税

の
弊
害
を
大

分
緩

和
す

る
こ

ご
が
出
家
だ
、
営
業
者

も
亦
相

當

の
減
税
を
得

た
鐸

で
あ

る
。

.

時

論

総
法
の
新
改
正
な
論
ず
(二
完
)

第
+
六
巻

(第
六
號

[
〇
七
)

九
九
五



時

論

醗
法

の
新
改
正
な
論
ず
(
二
完
)

第

十
六
巻

(第

六
號

一
〇
八
)

九
九
六

第

四
.

印

紙

税

の

改

正

印
紙
視
の
改
正
は
之
を
三
熱

に
大
別
す

る
こ
ε
が
出
来

る
。
其

一
は
税
率
井
に
課
視
物
件
に
關
す
る
改
正
で
あ

り
、
共
二
は
免
税
黙
に
關
す
る
改
正
で
あ
り
、
其
三
は
罰
則
の
改
正
で
あ
る
。
順
次
に
研
究

し
て
見
や
う
ざ
思

ふ
。
、

一

税
率
並
に
課
税
物
件
に
關
す
る
改
正

ロ
コ

　

　

　

印
紙
税
の
視
率

に
關
嚇
し
て
其
課
視
物
件
を
分
類
七
て
見

る
に
、
改
正
前

に
於
て
は
、
之
を
三
種

ε
な
す

こ
ε

が
出
家
た
、
其

↓
は
定
額
挽
牽
を
課
す

べ
き
交
書

で
あ
り
、
其
二
は
定
額
累
進
税
率
を
適
用
す

べ
き
女
書
で
あ
b

其
三
は
比
例
税
率
を
適
用
す

べ
き
交
書
で
あ

っ
た
。
更

に
詳
言
す
れ
ば
、
第

[
種
の
交
書
は
委
任
嵌
、
爲
替
手
形

銀
行
預
金
雑
書
.
船
荷
證
券
、
運
送
貨
物
引
換
謹
、
倉
荷
預
證
券
、
保
険
證
券
、
株
券
、
債
券
、
株
式
申
込
書
、

地
上
権
永
小
作
権
地
役
権
に
關
す
る
謹
書
、
使
用
貸
借
、
賃
貸
借
、
雇
傭
、
寄
託
、
定
期
金
に
翻
す
る
契
約
謹
書

定
歎
及
組
合
契
約
書
、
権
利
の
攣
更
に
關
す

る
謹
書
、
追
認
承
認
に
關
す

る
謹
書
、
物
品
切
手
、
費
買
仕
切
書
、

迭
瓶
、
受
取
書
、
金
高
記
載
な
き
書
類
、
措
保
品
差
入
謹
書
、
澹
保
品
預
謹
書
、
通
帳
、
.判
取
帳
で
あ
b
、
第
二

種
の
交
書
は
約
束
手
形
で
あ
り
、
第
三
種

の
文
書
は
其
他

の
衣
書
で
あ
る
。
而
し
て
税
率
は
第

「
種
の
交
書
に
於

て
委
任
状
の
二
鍼
を
除
く
外
は
三
銭
均

一
で
あ

っ
て
、
第
二
種

の
交
書
即
ち
約
束
手
形

に
於
て
は
三
銭
よ
り
累
進

・

し
て
七
圓
迄
に
上

っ
て
み
た
、
第
三
種
の
交
書
に
て
は
調
書
の
記
載
金
額
に
謝
し
高
分
の
五
の
割
合
を
以
て
課
し



,

'

最
高
税
額
五
十
圓

に
至

っ
て
止

め
る
こ
ε
、
な

っ
て
み
た
。
此
第
三
種

の
交
書
ε
税
率
は
印
紙
税
に
於
て
は
原
則

た
る

べ
き
も
の
で
、
他
の
二
種

の
交
書
ぜ
視
率
己
は
例
外

ε
見

る
べ
き
も
の
で
め
る
。

ド

　

む

　

む

む

む

　

　

む

ロ

む

む

此
課
税
物
件
の
分
類
ぜ
税
率
の
定
め
方
ε
は
共

に
、
非
常
の
弊
を
生
す
る
に
至
っ
た
、
其
弊
の
主
な

る
も
の
を

り

　

も

り

の

も

ヘ

セ

し

り

も

も

ら

し

ヘ

へ

も

ね

へ

も

　

コ

ヘ

ロ

あ

ヘ

ヘ

ヘ

マ

も

ヘ

ヘ

セ

し

ヘ

セ

ぬ

セ

翠

ぐ
れ
ば
、
第

一
に
同
じ
作
用

を
爲
す
交
書

に
關

し
て

は
税
率

の
最

も
低

き
も

の

、
み
慣
用

せ
ら
れ

る
こ
ε

、
な

.

ノ

ぬ

る
、
若
し
牽
税
の
高
き
交
書
を
作
製
す

る
者

あ
り
ε
せ
ぱ
印
紙
税
の
負
据
に
権
衡
を
得
な

い
こ
ご
、
な
る
の
で
あ

る
。
例

へ
ば
十
萬
圓
の
借
金
を
駕
し
π
る
場
合
に
於
て
、
借
用
謹
書
を
作
製
す
れ
ば
第
三
種

の
交
書
ε
な
っ
て
印

紙
税
五
十
圓
を
納

め
ね
ば
な
ら
組
、
之
に
反
し
て
約
束
手
形
を
獲
行
す
れ
ば
、
第
二
種
の
交
書

ぜ
な
り
印
紙
撹
は

四
圓
ξ
な
る
。
若

し
実
れ
自
己
宛

の
爲
替
手
形
を
振
り
出
す
こ
ご

、
せ
ば
、
第

一
種
の
衣
書
だ
な
臥
印
紙
税
は
三

銭
に
て
足
り
る
の
で
あ
る
。
此
の
如

き
視
牽
の
差
が
あ
っ
て
は
、
何
人
も
税
の
輕
き
に
就

か
ん
が
爲
め
自
己
宛
の

爲
替
手
形
を
振
り
出
す
様
に
な
る
こ
ε
は
自
然

の
勢
で
あ
る
、
借
用
謹
書
は
姑
く
措
き
、
手
形

に
就
て
考

ふ
る
に

約
束
手
形
ε
爲
替
手
形
ε
の
間
に
視
牽
の
差
等
を
設
く
る
は
謂
は
れ
な
い
こ
ξ
で
あ
る
、
印
紙
税
法
も
其
初
に
當

っ
て
は
之
を
同
様

に
律

し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
年
小
切
手
課
税
を
塵
止
す
る
に
及

ん
で
、
其
牧
人
の

缺
陥
を
補
填
せ
ん
が
爲
め
に
約
束
手
形
に
封
し
定
額
累
進
税
率
を
適
用
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
撚
れ
こ
も
實

際
に
於
て
は
立
法
者
の
期
待
は
至
く
裏
切
ら
れ
、
約
束
手
形
印
紙
税
は
殆
ん
ご
空
し

い
ε
い
ふ
有
様

`
な

つ
陀
の

で
あ
る
。時

論

婁

あ
新
改
無

論
す
三
完
)

第
+
六
巻

(舞
衣
號

一
〇
九
)

九
九
七、



時

論

税
法
の
新
改
正
な
論
ず
(二
完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

一
「
O
)

九
九
八

次

に
第

一
種

の
交
書

こ
し
て
印
紙

税
法

に
列
記
せ
ち

れ

て
る
な

い
も

の
は
、
第

三
種

の
女
書

ε
し

て
記
載
金
高

の
萬

分
の
五
を
税

せ
ち

れ
る
、
金
高

の
潜
ま

る
取
引

で
薄

利

に
て
甘

ん
ず

昏
も

の
も
、

そ
の
取
引

に
關
嚇

し
謹
書

ヘ

ヤ

め

も

う

も

も

も

も

ネ

し

を
獲
行
す
れ
ば
、
此
萬
分
の
五
の
印
紙
税
を
納

め
ね
ば
な
ら
澱
こ
ご

、
な
る
、
そ
は
印
紙
税
ご
し
て
重
き
に
過
ぐ

ヤ

ヘ

へ

ぬ

へ

る
の
で
あ
る
,
そ
こ
で
謹
.書
の
獲
行
者
は
百
方
之
を
趙
脱
せ
ん
こ
ε
を
圖

る
に
至

っ
た
。
棉
花
綿
糸
布
株
券
等
の

費
買
の
如
き
そ
の

一
例
で
あ
る
。

　

　

り

　

　

　

改

正
印
紙

税
法

は
是
等

㊨
歓
黙

に
堕

む

る
所

が
あ

り
て
、
税

率

ド
「課
税
物
件

ε
に
關

囃

し
て
左

の
如

き
改

正
を

寫
す

に
至

っ
た
。

う

む

　
　

　

セ
も

も
も
や
ち
や
も
ヘ

カ
ヤ
も

つ
カ

カ
　

も
つ
も
も
う
も
ら
も

　
へ
も
や
ヤ
マ
も
も

も
も
も
も

1
約
束

手
形

に
封
ず

る
階

級
的
定
額

累
進
税

を
塵

し

て
、
爲
替
手
形

ピ
同
様

に
三
銭
均

「
の
印
紙
税
を
課

す

る

、
嘱

、
、
、

こ
ご

、
し
た
。
是

に
至

っ
て
所

謂
第

二
種

の
交

書
挽

は
無

く
な

つ
π

こ
ε

、
な
り
、

印
紙

税

の
課
税
物

件
は
定
額

税

に
從

ふ
も

の
ご
比
例
穐

に
從

ふ
も
の

ε
の
二
種

`
な

っ
た
の

で
あ

る
。

文
鳥
替
手
形

ε
約
束
手

形

ご
同
様

に
径

す

る
こ
ε

、
な

っ
た

か
ら
、
自

己
宛

爲
替

手
形
を
振
出

し
て
約

束
手
形

の
高

き
椀

を
渣

脱
す

る
必
要

も
無

く
な
り
、

借
金
主

は
手
形

の
用

法

に
從

ひ
約
束
手

形
を
獲
行
ず

る
や
う

に
な
る
で
あ
ら

う
。

こ
は
今

回

の
改

正

に
於

て
最

も

當
を
得

た
も

の

の

一
つ
で
あ
る
。

う

む
む
む
む
む
ワ
む
む

　
む
り
む

2
定
額
税
牽

を
適
用

す

べ
き
交
書
を

増

し
て
、
三

十
五

`
し

、
更

に
視
牽
を

も
四
種

に

分
ち
、

一
銭
を
祝
す

る

(
も
の
ε
、
二
銭

を
挽
す

る
も

の

`
、
三

銭
を
税
す

る

も
の

ご
、

二
十
五
銭

を
税
す

る
も
の
こ
を
雇
別

し
て
み

る
。



此
中

二
鑓

を
祝
す

る
も

の
(
委
任

欺

∀
・し
二
十

五
銭

を
税

す

る
も

の
(割

取
帳

)
ε
は
従
前

の
通
り

で
あ
る

か
ら

、
論

ず

る
の
要

が
無

い
。
只

一
銭
を

祝
す

る
も
の

ε
三

銭
を

税
す

る
も
の

ご
に
付

き

=
肩
を
費
し

て
見

よ
う
。

う

む
む
　
む
む

　
　
ワ
　
　

A
其

一
銭
を
税

す

べ
き
交
書

は

罫
イ
貯
金
通
帳
、
積
金
通
帳
及
概
金
謹
書

〔貯
蓄
銀
行
法
第

一
條

の
貯
金
叉
は
積
金

に
付
嶺
す
ろ
も
の
に
限
る
)
、

N・
産
業

組
合

の
鰻

す
ろ
欝
金
通
帳

X堰

雑

食

掻

宅
組
合
。
撃

ろ
饗

馨

二
農
業
倉
庫
證
券

(
で
あ
る
、
是
等

の
交
書
は
改
正
印
紙
税
法

に
於
て
初
め
て
他
の
交
書
ε
匠
別
し
特
別
に
輕

い
視
牽
を
適
用
す
る

こ
ε
、
な
.つ
た
も
の
で
あ
る
。
若
し
特
別
に
他

ε
匠
別
す
る
こ
ご
が
な
け
れ
ば
、
普
通
の
通
帳
倉
庫
讃
券
等

蓬
同

じ
く
三
銭
を
視

せ
ら

る
、
こ
ざ
、
な
ら
う
。
　
膿
貯
蓄
銀
行
ε
い
ひ
、産
業
組
合
ご
い
ひ
、住
宅
組
合
こ
い
ひ
、
農

業
倉
庫
ご
い
ひ
、皆
肚
會
政
策
の
趣
旨

に
依

っ
て
成
り
立

っ
て
る
る
も
の
で
め
る
。
印
紙
税
に
於
て
も
亦
肚
會
政

策
的
趣
旨
に
基

き
此
等
機
關
の
獲
行
し
た
る
通
帳
證
券
に
付

き
普
通
の
通
帳
倉
庫
證
券
等
よ
り
も
軽

い
税
を
課

す

る
こ
ざ
、
し
た
の
で
あ
る
、
租
税
の
肚
會
政
策
的
目
的
を
是
認
す
る
者
は
此
改
正
を
も
是
認
せ
ね
ば
な
ら

漁
、

ラ
ロ
む
む
　
む
む
む
つ

B
三
銭
.を
税
す

る
交
書
は
従
来
の
二
十
三
の
外

に
更
に
次
の
六
を
加
ふ
る
に
至

っ
た
。

"イ
約
束
手
形

　
ラロ
産
業
組
合
叉
は
産
業
組
合
聯
合
會

の
鴎
甑す

ろ
貯
金
鵠
書

(
時

論

税
法

の
新
改

正
な
論
ず
(
二
完
)

第
十
⊥ハ
巻

(第
六
號

一
}
こ

九
九
九

臣

■



『

、時

論

,
税
法

の
新
改

正
存
論
す
三

完
)
.

第
+
六
巻

(第
六
號

二

二
)

一
〇

〇
〇

ラバ
産
業
組
合
聯
合
曾

の
獲
す

る
出
資
證
券

副

潔
馨

勢
華

る蓼

馨

πホ
無
書
に
關
す
る
詮
書

く

ダ

ラへ
肋
品
叉
ハ
有
便
證
券
の
嚢
買
に
聞
す
ろ
謹
書
.

此
等

の
謹
書
の
中
で
最
も
影
響
の
多

い
の
は
約
泉
手
形

ε
物
品
叉
は
有
償
證
券
の
費
買
に
關
す
右

謹

書

で

あ

.

ゐ
。
約
束
手
形
に
就
て
は
既

に
前

に
述

べ
て
置
い
た
か
ら
再
び
贅
す

る
の
要
が
な
い
。
物
旨
明
文
は
有

償
證
券
の

・賞
賛
に
閾
…す
る
謹
書

に
就
て
は
醤
法
の
　悦
率
は
高
き
に
過
ぎ
て
み
た
こ
ご
を
前
に
述

べ
て
置

い
た
。
改
正
法
は

邑

之
を
三
銭
の
定
額
税
ご
し
た
の
で
あ
る
、
視
牽
の
低
下
は
尋
常

一
様

で
な

い
、
當
業
者

は
非
常
に
肩
を
輕
ふ
す

る
こ
ご
で
あ
ら
う
。
是
に
至

っ
て
最
早
脱
税
を
試
み
る
理
由

は
な
か
ら
う
ε
思
ふ
。

要
之
改
正
視
法
は
三
銭
課
税
を
な
す

べ
き
謹
書
を
署
し
く
増
し
た
、
そ
れ
だ
け
で
も
印
紙
税
に
於
て
減
税
を
な

し
陀
こ
ざ
を
論
結
す
る
こ
ε
が
出
凍
る
。

原
.則
ε
し
て
の
萬
分
五
課
税
を
三
銭
課
税
ε
す

る
は
固
よ
b
相
當
の
理
由
の
存
す

る
こ
せ
で
め
る
が
、
抽
象
的

に
論
ず
れ
ば
、
萬
分
の
五
課
税
ε
三
銭
課
税

ε
の
間
に
存
す
る
距
離
が
蝕
り
遠
.く
な
り
過
ぎ
て
み
な
い
か
ε
疑
は

れ
る
の
で
あ
る
。
萬
分
の
五
課
税
か
ら

い
へ
ば
、
三
銭
の
印
紙
を
貼
付
す
る
の
は
、
読
書
の
記
載
金
高
が
六
十
圓

で
め
る
場
合
で
あ
る
、
六
十
圓
以
上
の
.謹
書
は
悉
く
三
鏡
以
上

の
印
紙
椀
を
支
彿
は
ね
ば
な
ら
緻
、
是
が
故

に
何

人
ち
萬
身
の
五
課
税
を
回
避
し
、
一二
銭
課
税

に
て
納
税
義
務
を
果
セ
さ
う
ご
す
る
に
至
る
、
殊
に
物
品
叉
は
有
償



'

し

證
券
の
費
買
に
關
す
る
調
書
が
三
銭
課
税
ε
な
つ
π
以
上
は
壷
買

に
關
し
て
萬
分
の
五
課
税
は
殆
ん
ご
行
は
れ
億

こ
ε
.、
な
ら
う
、
是
に
至

っ
て
私
は
原
則
ε
し
て
の
萬
分
の
五
ε
い
ふ
視
牽
が
次
第

に
意
義
を
失
ふ
に
至
ら
臓
か

を
疑
は
ん
蓬
す

る
も
の
で
.あ
る
。

一一

免
税
鐵
に
關
す
る
改
正

印
紙
税
は
定
頓
磐

比
例
讐

に
分
れ
る
こ
巌

前
段
に
論
じ
た
通
り
で
め
る
。
免
挽
黙
錘

來
定
額
挽
を
課

す

べ
き
文
書

に
就
て
も
亦
比
例
税
を
課
す

べ
き
交
書

に
就

て
も
定

め
ら
れ
て
め

っ
た
。
勿
論
免
税
黙
は
交
書
.に
金

高
を
記
載
す

る
も
の
に
就

て
之
を
い
ふ
ご
ε
で
あ
る
。
而
し
て
其
冤
視
黙
は
從
來
五
圓
で
あ

っ
た
、
詳
言
す
れ
ば

萬

分
の
五
を
課
す

べ
き
普
通
の
謹
書
に
關
し
て
は

一
通
毎

に
其
記
載
金
高
五
圓
未
満

の
も
の
を
免
税
し
、
定
額
税

惚
課
す

べ
き
謹
書
に
關
し
て
は
、
金
高
五
圓
未
満

の
両
替
手
形
、
約
束
手
形
、
逡
状
、
受
取
書
.
費
買
仕
切
書
を

麗

し
て
嚢

。
欝

欝

は
箒

露

綜

掌

蒔

官

界

か
か
ゲ

群
盲
す
れ
ば
募

の
五
課

す
べ

き
普
通
蓋

.易

論
、
定
擁

を
課
す
べ
き
暮

手
形
、約
束
手
形
、送
状
、
叢

書
、
萱
買
仕
切
書
の
金
高
+
圓

米
満

の
も

の
を
免
挽
す

る
こ
ε
に
し
た

の
で
あ

る
、

こ
は
軍

に
醤

洪

に
於

け

る
免
税

黙
た

る
金
額
を
改

め
た

に
渦

ぎ
な
い
が
、
更

に
進

ん
で
新

に
定
驚

の
中

に
加

へ
來

つ
諸

書
並
に
従
来
籍

税
を
課

し
て
み
た
に
響

蓄

.

税
拳

存

せ
な
か
っ
た
謹
書
に
謝
し
て
も
、
亦
+
圓
未
満
を
発
現
す
る
こ
ご
こ

た
。
其
謹
書
は
左
の
如
し
・

G
産
業
組
合

、
産
業
組
A
日
聯
A
R會
叉
ば
住
宅
組
合
の
　佃
す
る
出
資
證
券

時

論

税
法

の
.断
改

正
為
論
す

(二
完
)

第
+
六
巻

(第
六
號

=

三
)

一
Q
(Σ

、

■
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時

論

駐
法
の
新
改
正
な
論
ず
三
晃
》

第
+
六
巻

(第
六
號

=

四
二

〇
〇
二

・
積
金
誰
書
、
及
銀
行
預
金
調
書

ハ
産
業
組
合
叉
ば
産
業
組
合
聯
合
會
の
獲
す
る
貯
金
謹
書

X
.

・

二
物
品
双
は
有
便
證
券
の
麗
質
に
關
で
る
誰
書

ぐ此

の
如
く
改
正
法
は
免
税
黙

を
認
む

べ
き
謹
書
を
増

し
て
み
る
が
、
多
く
は
定
額
税
を
課
す

べ
き
讃
書
が
増
し

た
自
然
の
結
果
で
あ
る
。
但
し
銀
行
預
金
謹
書
の
み
は
従
前
よ
り
定
額
挽
を
課
す
る
交
書

ε
な

っ
て
み
た
。

思
ふ
に
銀
行
印
紙
税
法
が
制
定
せ
ら
れ
て
既
に
二
十
四
年
に
も
な
る
が
、
其
間

に
物
債
は
著
し
く
騰
貴
し
、
貨

幣
贋
柊
は
之
に
比
例
し
て
下
落
し
た
の
で
あ
る
、
是
で
其
當
時
の
五
圓
は
實
償

に
於
て
今
日
の
十
圓
若
は
十
五
圓

に
も
相
當
す
る
こ
い
ふ
こ
ご
が
出
來
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
免
税
黙
を
従
来

の
儘

に
放
任

し
て
瞠
く
ε
き
は
、
丁

度
免
税
黙
を
下
し
た
る
ε
同
じ
結
果

ε
な
る
の
で
め
る
、
是

に
於
て
改
正
税
法
は
此
免
税
黙
五
圓
を
引
き
上
げ
て

十
圓

ご
し
た
の
で
め
る
。

此
改
正
は
民
間
よ
り
も
促

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
議
會
の
開

か
れ
る
毎

に
、
比
熱
の
改
正
に
關

縛
る
請
願
書
の

出
つ
る
こ
ε
幾
何
な
る
を
智

な

い
有
様
で
め

つ
だ
、
北
欧
正
は
勿
論
是
等
の
運
動
者
を
満
足
せ
し
め
泥
で
あ
ら
'

う
。
同
時

に
叉
理
窟

に
も
適

っ
て
み
る
ε
評
す
る
こ
ざ
が
出
乗

る
。

一昌

罰
則
に
關
す
る
改
正

へ

以
上
述
ぶ
る
が
如
く
、
今
回
の
印
紙
税
注
の
改
正
は
大
盟

に
減
税
に
蹄
着
す
る
が
、
減
税
の
上
に
脱
税
が
行
は

る
、
こ
ε
依
然
ε
し
て
醤

の
如

く
ん
ば
、
壷

に
印
紙
税
の
吸
入
が
大
に
減
す

る
の
み
な
ら
す
、
印
紙
税
を
課
す

る



F

　

　

　
　

の
精
神

が
失

は

れ
る
こ
ご

、
な
ら

う
。
そ

こ
で
政
正

法

は
減
税
す

る
代
b

に
脱
税

を
無
く
す

る
の
方

針
を
取

っ
だ

脱

税
を
無

く
す

る
は
制
裁

を
嚴

に
す

る
に
如

く
は
無

い
、
此

見
地

に
立

っ
て
、
二

の
黙

に
於

て
罰
則

の
改

正
が
行

は

れ
た
の
で
あ
る
。

.

由
来

印
紙

税
は

読
書
、
帳
簿

に
印
紙
を
貼
用

し

て
納

む
る
の
を
原

則

ε
し
て
み

る
、
只

例
外

ε
し
て
、
印
紙
枕

額

に
相

當
す

る
現
金

を
政
府

に
納
付

し

て
税

印

の
押

捺
を
受
け

印
紙

貼
用

に
代

ふ
る

こ
ご
が
出

乗

る
こ
ε

に
し
て

あ

る
。
而

し

て
其

印
紙
を
貼
用
す

る
ご
き
は
、
謹
書

叉
は
帳
簿

の
紙

面

ε
印
紙

の
彩
紋

ご

に
か
け

て
謹
書

叉
は
帳

簿
作
成
者

の
印
章

叉

は
署
名
を
以

て
判

明

に
之
を
消

さ
ね
ば
な
ら

諏
。
脱

税
は
第

}
に
印
紙
を
貼
用

せ
す
叉

は
税

印

の
押
捺
を
受
け

ざ
る

こ
冠

に
依

り
、
第

二

に
は
印
紙

に
消
印

を
な

さ

ゴ
る
こ
ご

に
依

っ
て
行
は

れ

る

の

で

あ

る
。

故

に
此

の
黙

に
於
て
裁
制

を
加

へ
ね
ば

な
ら

諏
。

ラ

　
　

　
む
ロ
む
む

む

む
む
む

　
　
つ
　

む
む
む
　
　

1
第

一
の
黙
即

ち
印
紙
を
貼
用
.せ
す

、
叉

は
税
印

の
押
捺
を
受

け
ざ

る
者

に
謝

し
て
は
從
來
脱

税
高

二
十

倍

の

(
科
料
叉
は
罰
金

に
廃
す

る
こ
ご

、
し

て
あ
.つ
た
。
脱

税
筒

二
十
倍

`
聞

け
ば
相
當

に
嚴

し

い
様

に
も
思

は
れ

る
け

れ
こ

も
、
三
銭

の
定

額
税

に
就

て
い

へ
ば
、
脱

税
高

の
二
十
倍

は
六

十
銭

に
過
ぎ

ぬ
、
偶

々
税

務
署

に
獲
見

せ
ら

る

、
ピ
し
て
も
六
十

銭
を
支

彿

へ
ば
可

い
、
多

く
は

税
務
署

に
獲
見

せ

ら
れ
な

い
で
了

る

か
ら

、
営
業
者

は
脱

税

し

て
も
危
険

で
な

く
、
利
金

で
あ
る
ε

い
ふ
や
う
な

確
信
を
抱

く
や
う

に
な

る
の
で
あ
る
。
是

に
至

っ
て
罰
則
が

　

　

　

あ

っ
て
も
毫

も
制
裁

の
意
味

を
爲

さ
な

か

っ
た

の
で

あ

る
。

そ

こ
で
改

正
法
は
之
を
左

の
如

く
改

め
た
、

,

時

論

税
法
の
新
改
正
な
論
ず
(三
ε

第
+
六
巻

(第
六
號

=

五
=

o
O
三

,

■



時

論

税
法
の
新
改
正
な
論
ず

(二
完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

]
=
ハ
)

一
〇
〇
四

謹
書
帳
簿

二
相
街
印
紙
チ
貼
用

セ
ズ
叉

ハ
第
六
條
但
書

三
依
リ
税
印

ノ
押
捺
≠
壁

ク
サ
ル
看

ハ
脱
税
高
二
十
倍

ノ
罰
金

叉

ハ
科
料

一[毘

ス
但

シ
脱
税

直
川
二
十
位
旧
ノ
全
席観
一二
圓

二
峰訟
セ
サ

ル
ト
キ

ハ
一二
圓
ノ
科
料

二
歯
腔
ス

此

改

正

規

定

に

依

れ

ば

、

原

則

ご

し

て

は

従

前

の

如

く

脱

税

高

の

二

十

倍

の

制

裁

を

課

す

る

こ

ξ

に

し

て

る

る

し

も
　
も

カ

カ

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

モ

マ

マ

ロ

も

カ

つ

も

へ

も

も

が
、

従
前

ご
異
り
、
制

裁
の
最
低

限

を
設

け
、
之

を
三

園

こ
し
た
の
で
あ

る
、
暴

れ
が
改

正
の
眼
目

で
み

る
、
.故
.

に
三
銭

の
定
額
税

か
ら

い

へ
ば
、
脱

税
悟

の
百
倍

に
當

る
の
で
あ
る
、
百
通
脱

税

し
て
も

一
通

押

へ
射

る
れ
ば
忽
.・

ち
脱

税

に
依

る
利
益
を

失

ふ
の
で
あ

る
、
脱
税

の
危
険

は
相

當

に
天

芝
な

っ
て
來

だ
課

で
あ

る
、
暴

れ
聞

,小
り
以

て
脱

税
を
根
絶
す

る
に
足

る
ま

い
が

、
脱
挽
者

に

「
脅

威
を

加

へ
た

こ
ε
は
争

ふ

こ
ご
が
出
來

沿
。

う

む
　
む
む

む
　

む
む
　
　
む
つ
む

む
む
む

2

第
二

の
黙
即

ち
貼
用

し

た
る
印
紙

に
消

印
を
施

さ
ざ

る
者

に
謝

し
て
ば
、
従
来
登
園

九
十
五
鍍

以
下

の
科
料

に
威

し
て
み
た
、

　
圓

九
十

五
銭
以

下

こ
い

へ
ば

】
圓

九
十
五
鐘

に
限

っ
て
み
な

い
こ
ご
は
論
ず

る
迄
も
な
く
、

税
務

署
の
意

見

に
俵

り

一
図

ご
す

る
こ
ご
も
五
拾
鍵

ε
す

る
こ

ご
も
出
來

る
澤

で
あ

る
。
併

し
庭

分
が
寛

に
な
れ

ば
な

る
程
制

裁
の
威

力
は
無

い
こ
ε
に
な
り
、
常
事
者

は
愈

々
益

々
印
紙

に
消

印
を
施

さ
な

い
で

、
他

の
場

合

に
.

　

　

　

更

に
流
用
の
餓
地
を
残

さ
う
ε
す
る
に
至
る
で
め
ら
う

.
そ
こ
で
改
正
法
は
此

の
如

き
場
合
に
は

「
謹
書
帳

簿
」

、

、

、

、

、

、

,

、

、

、

、

、

、

、

、

、

し

竜

、

箇
毎

に
二
圓
の
科
料

に
威
す
」
る
こ
ε
ε
定
め
た
、
真
意
は
税
務
官
吏
の
斟
酌
を
許
さ
す
、
常

に
二
圓
の
科
料

乞

ヤ

も

も

ヤ

も

つ

め

も

も

コ

威
す

る
ε
い
ふ
に
在
る
暴

れ
亦

大

に
制
裁

を
嚴

駕
し
た

喝
も

の
ε
評
せ
ね
ば
な

ら

ぬ
。
E

印
紙
税
の
改
正
は
、
前
遽

ぎ

所

に
依

っ
て
要

る
が
暫

、
其
先
酸

を
高
め
た
こ
ε
に
依
り
・
其
或
る
謹
書



に
謝

し
比
例
税
を
改

め
て
定
額

税

ご
な

し
π
こ
ビ

に
依

り
商

工
業
者
等

に
少

か
ら

阻
減

税
を
施

し
た

こ
ご
に
な

っ

て

み
る
、
併
し
同
時

に
罰

則
を

嚴

に
す

る
所

が
あ

っ
た

か
ら
、
先

づ
寛
厳

宜
し
き
を
得

把
も
の

ε
評

し
て
よ

か
ら

う
。

さ
う
は

い
ふ
も

の

、
印
紙
税

の
改
正

も
臆
意

に
過

ぎ

ぬ
.
未

だ
以

て
根
本
的

改
正

ε
見

る

こ
ご
が
出

家

囎
。

第
五

石
油
消
費
税
の
腰
止

方
池
消
費
税
は
燈
油
用
の
石
油
に
課
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
、
今
や
之
を
廃
す
智
に
至

っ
た
。

一
鶴
燈
油
用
の

も

り

も

石
油

は
電
燈
死
期
の
普

か
ら

諏
田
舎
に
於

て
消
費

せ
ら
れ
て
み
る
も
の
で
め
る
、
故

に
石
油
に
税
す

る
は
生
活
最

ゐ

も

り

も

や

や

を

も

へ

も

へ

低
費

に
税
す
る
こ
♂
＼
な
る
、
そ
れ
だ
け
で
石
油
消
費
税
が
悪
税
で
あ
る
こ
ご
を

讃
す

る
こ
ご
が
出
來
る
。
加
之

我
國
に
於
て
は
資
力
に
臨
め
る
都
人
士

の
消
費
ず
る
電
燈
琵
斯
燈
に
税
せ
な

い
で
、
資
力

に
乏
し
き
田
舎
人
の
消

モ

ロ

セ

も

コ

　

ら

で

　

も

も

も

つ

ら

や

ら

じ

コ

も

も

し

費
す

る
石
油

に
税

し
て
み
た

の
で
め

る
か
ら
、
負
櫓

の

権
衡
を
得

な

い
こ
`
に
な

っ
て
み
た
の
で
あ

る
。
比

熱
よ
.

　

　

む

り
見

る
も

、
石
油
消
費
税
は
悪
税

で
あ

っ
て
、
.理
論
上

之
を

臆

せ
ね
ば
な
ら

楓
鐸

で
あ

っ
た
。

ロ

む

む

む

叉
之
を
實
際
の
上
に
見

る
に
.
石
油
消
費
税
の
牧
人
は
年

々
歳
々
減
じ

つ
、
め
つ
だ
。

こ
は
電
燈
が
普
及
し

つ

、
あ
る
結
果
に
外
な
ら
沌
、
そ
れ
が
故

に
石
油
消
費
税
は
似
合
之
を
廃
せ
す
に
置
く
も
、
幾
年
か
の
後
に
は
自
然

ノ

に
消
滅
す

る
の
運
命

を
持

っ
て
る
た

も
の
で
あ

る
ざ
謂

っ
て
も
可

い
、

そ

こ
で
財

務
當
局
者

も
此
税

を
惜

し
む
幡
…

は
割
合
に
薄

か
グ
た
様

で
あ

る
寸

現

に
寺
内
内
閣

の

ε

き
に
當

っ
て
も
北
枕

の
塵

止
が
提
唱
せ
ら

れ

π
、
そ

れ
が

時

論

税
法
の
新
改
正
な
胎
ず
(二
完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

一
一
七
)

一
〇
〇
王

卿



[

時

論

税
法
の
新
改
正
々
論
ず
(二
完
)

第
十
六
巻

(第
六
號

一
「
八
)
一
〇
〇
六

終

に
第
.四
十
六
議
會

に
至

っ
て
實
現

せ
ら

れ
た
の
で

あ

る
。

此

の
如
く

石
油

消
費

税

の
塵
止
は
國

庫

に
影
響
す

る
所
は
極

て
少

い
が
、
消
費
税

の
鵬

系
よ
り
見
れ
ば
生
活
必

需
品
税

の

　
角
を
崩

し
だ

る
こ
ご
に
な

る
の
で
あ

る
、
税
制
整
理
上

よ
り
見

れ
ば

一
進
歩

で
あ

る
ご
謂
は
ね
ば
な

ら

ぬ
。

第
六

結

論

以
上
論
じ
た
る
所
に
依

っ
て
之
を
見

れ
ば
、
今
図
の
視
法
の
改
正
は
懸
念
的
改
正
ε
い
ふ
語
を
以
て
之
を
約
す

る
こ
ご
が
出
来
乙
、
未
だ
以
て
根
本
的
改
正
ご
看
做
す
こ
ε
は
剛
球
沁
の
で
み
る
。
併
し
乍
ら
是
等
の
改
正
も
決

し
て
税
制
整
理
の
目
標
に
遠
ざ
か
り

つ
、
あ
る
も
の
ε
見

る
べ
き
で
な

い
、
所
得
税
の
改
正
は
明
に
所
得
税
の
鉄

黙
を
矯
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
税
制
整
理

の

一
端
で
あ
り
、
石
油
消
費
税

の
塵
止
も
亦
明
に
生
活
必
需
品
系
の
竸
系

を
打
ち
破

る
も
の
で
あ
っ
て
、
税
制
整
理
の

一
端
で
あ
る
。
印
紙
税
の
改
正
は
印
紙
税
の
飲
黙
を
正
し
た
る
も
の

で
あ
っ
て
、
是
れ
亦
税
法
の

一
進
歩
を
立
離
し
て
居
り
、
瞥
業
挽
の
改
正
は
現
行
挽
制
の
上

に
於
て
少

か
ら
楓
改

善
の
跡
を
認
め
る
こ
ご
が
出
来

る
。
之
を
要
す
る
に
暴
れ
の
改
正
は
税
制
整
理
の
目
標
に
向

て

一
段
近
づ
い
た
も

の
こ
謂

ふ
べ
き
で
あ
る
、
唯
全
艦
の
税
制
に
亘
り
根
本
的
整
理
を
な
す

こ
ご
は
将
家

に
残

さ
れ
て
め
る
ε
謂
は
ね

ば
な
ら

弧
。

㍗


